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き･迷路課題 (ノースフロリダ大学 ･イバー ･イ
バーセンとの共同研究)､匂いと味を手がかりと
した弁別学習 (北泊道大 ･上野吉-との共同研
究)､迅勤する刺激の輪郭の知覚 (京都大 ･藤田
相生との共同研究)､などについて突放的分析を
おこなった｡
B)対面ないし複数個体場面におけるチンパンジー
の知性
松沢哲郎
プレイルームでチンパンジーと実験者が対面する
場面において､石器や釣り棒などの道具使用､物
を操作する動作の模倣 (京都大 ･明和政子との共
同研究)､粘土遊び (日本女子大 ･中川械江との
共同研究)について研究した｡また､チンパンジ
ー2個体の同時レ '^-押し切両における行動を研
究した (京都大 ･金沢別との共同研究)｡
C)社会的場面におけるチンパンジーの知性
平田 聡2)･鈴木修司4)･前田典彦5)･松沢哲郎
屋外放飼場ならびに屋内居室を利用して2個体の
チンパンジーがベアとなる場面を設定し､ビデオ
によって記録された2個体の駆け引きをもとに､
チンパンジーにおける他個体のもつ知識の理解に
ついて央験的研究をおこなった｡
D)野生チンパンジーの道具使用と文化的変異
松沢哲郎 ･平田 聡2)
西アフリカのポッソウのチンパンジーの行動と生
態を冬の時期に調査し､ビデオ記録の分析をおこ
なった (京都大 ･明和政子との共同研究)｡
E)飼育霊長類の村境エンリッチメント
松沢哲郎･熊崎柄則 5)･前田典彦5)･
勝田ちひろ5)･落合知美6)
飼育霊長輔の村境エンリッチメントにかんする研
究をおこなった｡一犯としての械樹プログラムを
日本モンキーセンターで昨年に続き実施した｡運
動場における3次元桐拓物の利用顕皮の調査をお
こなった｡現墳エンリッチメントの取り組みにつ
いて､イギリス ･オランダ ･米国などでfZ料収集
するとともに､国際エンリッチメント会議で報告
した｡上記の一部は邦同研究 (東京農工大 ･森村
成樹)である｡
F)チンパンジーの人工投梢とホルモンの動態
松沢哲郎･松林消明7)･熊崎消則5)･
前田典彦5)･藤田志歩2)
チンパンジー1個体 (女性､21歳)を対象に.尿
中のホルモンの動態を測定した｡人工投糊をおこ
なって妊娠に到り､妊娠期のホルモンの動!削こつ
いても測定を継続している｡また､ホルモン動態
と認知的パフォーマンスの変動との相関を調べ
た｡
1)1997年10月1日付採用 2)大学院生 3)認知
学習分野技官 4)研修員(1997年4月1日～1998
年2月28日)およびCOE非常勤研究員 (1998年3月
1日～1998年3月31日)5)サル類保健飼育管理
施設技官 6)特別研究学生 7)サル類保健飼育
管理施設助教授
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